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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
杏
子
の
墓

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
６
３
７
Ｅ

【
作
者
名
】

　
き
り
も
ん
じ

【
あ
ら
す
じ
】

　
（
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
）
放
浪
の
旅
か
ら
戻
っ
た
若
林
治
に
手
紙
が
来
て
い
た
。

出
発
直
後
に
幼
馴
染
の
柴
山
杏
子
が
急
逝
し
た
と
の
知
ら
せ
だ
っ
た
。
ち
ょ
う

ど
三
回
忌
で
旧
友
と
墓
参
り
を
し
た
。
「
杏
子
は
若
林
君
が
大
好
き
だ
っ
た
の

よ
」
「
う
そ
だ
、
そ
ん
な
事
一
度
も
聞
い
た
こ
と
が
な
い
よ
」
父
親
が
現
れ
て

２
０
冊
の
日
記
を
手
渡
さ
れ
る
。
そ
こ
に
つ
づ
ら
れ
た
真
実
と
は
・
・
・
？
（

き
り
も
ん
じ
）
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三
年
ぶ
り
の
広
島
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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三
年
ぶ
り
の
広
島

ボ
ー
ト
の
オ
ー
ル
と
波
の
音
が
単
調
に
続
く
。

遠
く
で
烏
の
声
。
イ
ン
ド
人
た
ち
の
祈
り
の
声
が
聞
こ
え
る
。

（
若
林
の
Ｎ
）
「
柴
山
杏
子
さ
ん
お
元
気
で
す
か
？
僕
若
林
治
は
今
、

イ
ン
ド
の
ベ
ナ
レ
ス
に
い
ま
す
。
ヒ
ン
ズ
ー
の
人
々
は
朝
早
く
か
ら
沐
浴
し
、

祈
り
を
さ
さ
げ
て
い
ま
す
。
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
ガ
ン
ジ
ス
河
に
は
、

不
思
議
に
人
の
心
を
癒
す
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
か
ら
の
大
自
然
の

懐
に
抱
か
れ
て
、
母
な
る
ガ
ン
ガ
で
は
安
ら
か
に
死
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ベ
ナ
レ
ス
は
そ
ん
な
聖
地
で
し
た
」

ボ
ー
ト
の
オ
ー
ル
と
波
の
の
音
が
ゆ
っ
く
り
と
遠
ざ
か
る
。

カ
モ
メ
の
群
れ
る
声
。
ポ
ン
ポ
ン
船
の
音
。

（
駅
員
）
「
宮
島
口
、
宮
島
口
。
宮
島
行
き
連
絡
線
乗
り
換
え
」

駅
の
雑
踏
音
。

（
若
林
の
Ｎ
）
「
三
年
ぶ
り
か
。
い
い
海
の
香
り
だ
。

少
し
も
変
わ
っ
て
な
い
な
、
牡
蠣
殻
の
山
」

牡
蠣
打
ち
の
音
。
婦
人
の
語
ら
い
（
広
島
弁
）
。

国
道
の
車
の
音
。
音
遠
ざ
か
り
き
え
る
。

砂
利
を
ふ
む
足
音
。
玄
関
を
開
け
る
音
。

（
若
林
）
「
た
だ
い
ま
」

奥
か
ら
足
音
。

（
母
）
「
お
帰
り
治
ち
ゃ
ん
。
よ
う
元
気
で
帰
り
ん
さ
っ
た
。

は
よ
、
あ
が
り
ん
さ
い
や
。
お
風
呂
わ
い
と
る
け
え
」
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奥
か
ら
父
と
弟
の
声
。

（
父
）
「
よ
う
、
お
帰
り
」

（
弟
）
「
兄
さ
ん
お
帰
り
。
す
ぐ
め
し
じ
ゃ
あ
や
」

（
若
林
）
「
あ
あ
、
た
だ
い
ま
」

足
音
、
奥
へ
。

（
父
）
「
ほ
う
か
。
ド
イ
ツ
で
事
故
っ
た
ん
か
」

足
音
、
声
奥
へ
。

食
卓
の
音
。

（
父
）
「
ビ
ー
ル
じ
ゃ
ビ
ー
ル
じ
ゃ
」

ビ
ー
ル
を
注
ぐ
音
。

（
弟
）
「
あ
ー
、
は
ら
へ
っ
た
」

遠
く
で
若
林
の
声
。

（
若
林
）
「
え
え
風
呂
や
っ
た
」

（
母
）
「
そ
こ
へ
早
よ
座
り
ん
さ
い
」

（
父
）
「
さ
あ
、
乾
杯
じ
ゃ
」

（
皆
）
「
お
か
え
り
、
か
ん
ぱ
ー
い
！
」

コ
ッ
プ
の
あ
た
る
音
。
飲
む
音
。

（
皆
）
「
ふ
う
、
頂
き
マ
ー
ス
」

（
若
林
）
「
や
っ
ぱ
り
牡
蠣
フ
ラ
イ
は
最
高
」

（
母
）
「
治
ち
ゃ
ん
の
大
好
物
じ
ゃ
ろ
う
？
」

（
父
）
「
ほ
い
で
よ
の
う
。
さ
っ
き
の
話
。
ド
イ
ツ
の

ア
ウ
ト
バ
ー
ン
で
ひ
っ
く
り
返
っ
て
よ
う
助
か
っ
た
の
う
」

（
弟
）
「
ほ
ん
ま
じ
ゃ
あ
や
。
は
あ
、
死
ぬ
か
と
思
う
た
ろ
う
？
」
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声
次
第
に
遠
の
い
て
い
く
。

（
父
）
「
タ
イ
ヤ
が
取
れ
た
？
ほ
り
ゃ
た
ま
げ
た
の
」

皆
の
笑
い
声
が
遠
く
に
聞
こ
え
る
。

（
若
林
の
Ｎ
）
「
お
人
よ
し
の
義
父
を
は
じ
め
、
義
理
の
弟
も

皆
、
こ
の
３
年
間
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
」

遠
く
に
声
か
す
か
に
。

（
若
林
）
「
あ
あ
、
右
の
後
ろ
の
タ
イ
ヤ
が
外
れ
て
」

（
父
）
「
よ
う
助
か
っ
た
の
う
。
あ
、
か
あ
さ
ん
、
灰
皿
」

（
弟
）
「
わ
し
、
ち
ょ
っ
と
ト
イ
レ
」

（
父
）
「
あ
、
わ
し
も
ト
イ
レ
行
っ
て
来
る
わ
」

母
の
声
が
近
づ
く
。

（
母
）
「
治
ち
ゃ
ん
。
実
は
こ
ん
な
手
紙
が
き
と
っ
た
ん
よ
。

連
絡
の
仕
様
が
な
く
て
・
・
・
・
・
・
」

（
若
林
）
「
７
０
年
の
１
２
月
か
。
旅
立
っ
た
年
の
暮
れ
、

イ
ン
ド
に
い
た
頃
だ
。
・
・
児
玉
？
小
学
校
の
同
級
生
の
児
玉
か
ら
？

母
さ
ん
、
ち
ょ
っ
と
海
、
見
て
く
る
」
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三
年
ぶ
り
の
広
島
（
後
書
き
）

つ
づ
く
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幼
馴
染
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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幼
馴
染

砂
利
を
走
る
音
。
国
道
の
車
の
音
。

（
若
林
）
「
電
話
ボ
ッ
ク
ス
は
と
、
あ
、
あ
っ
た
」

ダ
イ
ヤ
ル
の
音
。
着
信
音
。

（
児
玉
の
声
）
「
は
い
児
玉
で
す
」

（
若
林
）
「
児
玉
か
？
若
林
や
。
昨
日
帰
っ
て
き
た
」

（
児
玉
の
声
）
「
お
お
、
若
林
！
生
き
と
っ
た
ん
か
い
の
？

ハ
ア
死
ん
だ
と
お
も
っ
と
っ
た
が
の
」

（
若
林
）
「
何
と
か
生
き
延
び
て
る
。
と
こ
ろ
で
柴
山
の
こ
と
や
け
ど
」

（
児
玉
の
声
）
「
あ
あ
ほ
う
よ
。
お
前
に
も
手
紙
を
出
し
た
ん
じ
ゃ
が
の
。

急
性
の
白
血
病
で
の
、
入
院
し
て
３
ヶ
月
よ
。
葬
式
に
ゃ
あ
広
島
に
お
る

川
合
、
土
本
と
宮
本
さ
ん
増
田
さ
ん
が
出
席
し
て
く
れ
た
ん
じ
ゃ
が
の
。

死
に
顔
が
綺
麗
で
の
。
あ
い
つ
よ
う
見
た
ら
美
人
じ
ゃ
っ
た
の
う
。

ほ
い
で
の
、
柴
山
の
親
父
さ
ん
が
の
、
あ
の
時
・
・
・
・
・
・
・
・
」

読
経
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

（
杏
子
の
父
）
「
児
玉
さ
ん
で
す
か
？
」

（
児
玉
）
「
え
、
あ
、
柴
山
の
お
父
さ
ん
、
こ
の
た
び
は
」

（
杏
子
の
父
）
「
若
林
さ
ん
は
お
見
え
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
」

（
児
玉
）
「
あ
い
つ
海
外
で
、
３
年
は
帰
っ
て
こ
ん
と
か
」

（
杏
子
の
父
）
「
そ
う
で
す
か
。
３
年
で
す
か
・
・

３
回
忌
に
は
是
非
お
会
い
し
た
い
も
の
で
す
」
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（
児
玉
）
「
な
に
か
？
」

（
杏
子
の
父
）
「
い
や
な
に
。
杏
子
が
小
学
校
６
年
の
時
、

若
林
君
が
１
度
我
が
家
に
立
ち
寄
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
会
っ
て
、

彼
の
事
は
よ
く
憶
え
て
い
る
ん
で
す
よ
」

読
経
の
声
遠
の
き
消
え
る
。

（
児
玉
の
電
話
の
声
）
「
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
の
、
ち
ょ
う
ど
こ
の

２
０
日
が
３
回
忌
じ
ゃ
が
、
ど
う
す
る
？
墓
参
り
す
る
か
？
」

（
若
林
）
「
あ
あ
、
墓
参
り
す
る
。
お
前
も
何
人
か
当
た
っ
て
く
れ
」

（
児
玉
の
声
）
「
よ
し
わ
か
っ
た
。
柴
山
の
親
父
さ
ん
に
も
伝
え
と
く
け
え
の
」

電
話
を
切
る
音
。

（
若
林
の
Ｎ
）
「
柴
山
杏
子
と
は
小
学
校
以
来
の
幼
馴
染
だ
。
中
学
高
校
と

離
れ
離
れ
に
な
り
、
中
３
の
同
窓
会
で
１
度
会
っ
た
き
り
で
受
験
の
時
期
を
迎

え
た
。

若
林
は
京
都
の
１
期
校
に
二
度
失
敗
し
、
二
期
校
の
伏
見
の
学
芸
大
に
通
い
な

が
ら

翌
年
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
を
か
け
て
毎
日
学
内
の
図
書
館
で
受
験
勉
強
を
し
て
い

た
。

柴
山
が
偶
然
こ
の
大
学
に
い
る
こ
と
に
気
付
い
て
は
い
た
の
だ
が
。

そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
」
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幼
馴
染
（
後
書
き
）

つ
づ
く
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桃
山
南
口
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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桃
山
南
口

テ
ニ
ス
の
音
が
続
く
。

（
若
林
の
Ｎ
）
「
一
度
だ
け
秋
の
夕
暮
れ
時
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
柴
山
を
見
か
け

た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
こ
と
の
ほ
か
美
し
か
っ
た
が
、
タ
ブ
ー
な
物
を

そ
っ
と
眺
め
る
よ
う
に
コ
ー
ト
の
陰
に
隠
れ
て
見
つ
め
て
い
た
」

テ
ニ
ス
の
音
遠
の
き
消
え
る
。

（
若
林
の
Ｎ
）
「
１
２
月
に
は
い
っ
て
追
い
込
み
に
没
頭
し
て
い
た
あ
る
日
、

図
書
館
で
背
後
に
人
の
気
配
を
感
じ
た
」

（
杏
子
）
「
ひ
ょ
っ
と
し
て
、
あ
、
や
っ
ぱ
り
若
林
君
？
」

（
若
林
）
「
あ
、
柴
山
さ
ん
。
ひ
、
久
し
ぶ
り
」

（
若
林
の
Ｎ
）
「
あ
の
と
き
の
慌
て
よ
う
っ
た
ら
な
か
っ
た
。
平
静
を
装
い
つ
つ

心
臓
は
高
鳴
り
心
は
動
揺
し
て
い
た
」

（
若
林
）
「
あ
、
と
に
か
く
外
へ
出
よ
う
」

本
を
た
た
む
音
。
立
ち
上
が
る
音
。

サ
ッ
カ
ー
部
の
練
習
の
声
が
近
づ
く
。

（
若
林
）
「
き
ょ
う
は
？
図
書
館
？
」

（
杏
子
）
「
う
う
ん
、
も
う
い
い
の
。
ち
ょ
っ
と
調
べ
物
。
も
う
帰
る
と
こ
」

（
若
林
）
「
下
宿
は
？
」

（
杏
子
）
「
桃
山
南
口
」

（
若
林
）
「
桃
山
南
口
か
。
桃
山
御
陵
を
越
え
て
か
。
ち
ょ
っ
と
歩
こ
う
か
」

（
杏
子
）
「
え
え
、
い
い
わ
よ
」

サ
ッ
カ
ー
部
の
声
遠
の
く
。
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遠
く
で
踏
み
切
り
の
音
。

（
若
林
）
「
残
念
な
が
ら
ま
た
不
合
格
だ
っ
た
。
今
の
僕
に
は
君
と
話
せ
る
資

格
が
な
い
よ
」

（
杏
子
）
「
ま
た
来
年
も
受
け
る
の
ね
」

（
若
林
）
「
あ
あ
、
親
と
の
約
束
な
ん
だ
。
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
、
も
う
ほ
ん
と

に
疲
れ
き
っ
た
よ
」

（
杏
子
）
「
ど
う
し
て
も
、
そ
こ
じ
ゃ
な
き
ゃ
だ
め
な
の
ね
？
」

（
若
林
）
「
男
の
意
地
っ
て
奴
。
一
度
決
め
た
こ
と
だ
か
ら
。

男
の
プ
ラ
イ
ド
っ
て
厄
介
な
も
の
だ
」

（
杏
子
）
「
ほ
ん
と
ね
」

時
々
車
の
通
る
音
。

（
若
林
の
Ｎ
）
［
あ
の
日
は
心
の
動
揺
を
隠
す
べ
く
一
方
的
に
一
人
で
し
ゃ
べ
り

続
け
て
い
た
。
杏
子
に
は
さ
ぞ
か
し
迷
惑
だ
っ
た
だ
ろ
う
」

近
く
で
踏
み
切
り
の
音
。

（
若
林
の
Ｎ
）
「
と
う
と
う
日
が
暮
れ
て
、
下
宿
の
前
ま
で
来
て
し
ま
っ
た
。

そ
れ
で
も
し
ゃ
べ
り
続
け
て
い
た
。
突
然
玄
関
の
戸
が
開
い
て
」

玄
関
の
戸
が
開
く
音
。

（
下
宿
の
お
ば
さ
ん
）
「
中
に
入
っ
て
二
階
の
お
部
屋
で
お
話
な
さ
い
。

お
茶
も
っ
て
行
っ
て
あ
げ
る
か
ら
」

（
杏
子
）
「
あ
り
が
と
う
、
お
ば
さ
ん
」

階
段
を
上
が
る
音
。

（
若
林
の
Ｎ
）
「
清
潔
で
簡
素
な
部
屋
だ
っ
た
。
小
さ
な
テ
ー
ブ
ル
を
挟
ん
で

さ
し
む
か
い
、
正
座
し
て
足
が
し
び
れ
て
き
た
。
来
年
、
受
か
っ
て
も
落
ち
て
も

日
本
を
飛
び
出
し
て
海
外
放
浪
の
旅
へ
出
る
決
意
を
述
べ
て
、
あ
と
は
何
を
話

た
か
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さ
っ
ぱ
り
憶
え
て
い
な
い
。
足
が
限
界
に
達
し
、
意
を
決
し
て
部
屋
を
出
た
。

な
ん
と
も
気
恥
ず
か
し
い
思
い
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
か
ら
３
ヶ
月
が
過

ぎ
て
」



15

桃
山
南
口
（
後
書
き
）

つ
づ
く
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旅
立
ち
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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旅
立
ち

合
格
発
表
風
景
。
遠
く
で
万
歳
の
声
。

お
め
で
と
う
の
声
。
胴
上
げ
の
歓
声
。

電
話
の
ダ
イ
ヤ
ル
音
。
着
信
音
。

（
父
）
「
よ
う
が
ん
ば
っ
た
の
ー
。
合
格
お
め
で
と
う
。

ほ
い
じ
ゃ
二
十
歳
に
な
っ
た
こ
と
じ
ゃ
し
、
約
束
ど
お
り

大
変
じ
ゃ
ろ
う
け
ど
自
活
し
て
み
い
や
」

（
若
林
）
「
あ
あ
、
が
ん
ば
る
」

電
話
を
切
る
音
。

再
び
ダ
イ
ヤ
ル
音
。
コ
ー
ル
が
続
く
。

（
若
林
）
「
・
・
・
ま
、
い
い
か
」

電
話
を
切
る
音
。

（
若
林
の
Ｎ
）
［
そ
の
日
の
夜
」

電
話
の
ダ
イ
ヤ
ル
音
。
着
信
音
。

（
下
宿
の
お
ば
さ
ん
の
声
）
「
杏
子
ち
ゃ
ん
今
、
教
育
実
習
や
ら

バ
イ
ト
や
ら
で
忙
し
そ
う
や
で
。
手
紙
書
か
は
っ
た
ら
」

（
若
林
）
「
そ
う
で
す
ね
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

（
若
林
の
Ｎ
）
「
あ
の
あ
と
す
ぐ
に
は
手
紙
を
か
け
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
は

入
学
手
続
き
、
寮
の
面
接
、
ア
ル
バ
イ
ト
探
し
と
猛
烈
に
忙
し
く
な
り
、

学
園
紛
争
が
始
ま
っ
て
年
の
暮
れ
に
や
っ
と
手
紙
を
出
し
た
」

デ
モ
の
騒
乱
の
音
。

（
デ
モ
の
声
）
「
安
保
粉
砕
！
闘
争
勝
利
！
（
繰
り
返
し
）
」

（
機
動
隊
マ
イ
ク
の
声
）
「
ジ
グ
ザ
グ
を
止
め
な
さ
い
！
直
ち
に
止
め
な
さ
い
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！
」

（
ア
ジ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
声
）
「
わ
れ
わ
れ
は
ー
、
大
学
当
局
ノ
ー
、
今
回
の
決

定
を
ー

断
固
実
力
で
ー
、
粉
砕
し
ー
・
・
・
・
・
」

デ
モ
の
騒
乱
が
遠
の
い
て
い
く
。

（
若
林
の
Ｎ
）
「
デ
モ
を
横
目
に
見
な
が
ら
、
朝
昼
晩
と
ア
ル
バ
イ
ト
に
あ
け

く
れ
た
。

幸
い
こ
の
１
年
、
学
園
は
バ
リ
ケ
ー
ド
封
鎖
さ
れ
、
試
験
は
す
べ
て
レ
ポ
ー
ト

に
な
っ

て
い
た
。
杏
子
か
ら
の
返
事
も
な
く
、
連
絡
も
つ
か
ず
、
多
忙
の
中
、
い
ま
さ

ら
幼
馴
染

で
も
あ
る
ま
い
、
と
忘
れ
か
け
て
い
た
。
何
よ
り
も
海
外
出
発
準
備
が
最
優
先

だ
っ
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
そ
し
て
」

ド
ラ
の
音
。
霧
笛
の
音
。

カ
モ
メ
の
声
。
蛍
の
光
。

人
々
の
別
れ
の
声
。
霧
笛
。

音
が
遠
の
い
て
い
く
。

（
若
林
の
Ｎ
）
「
出
発
前
の
年
の
暮
れ
に
も
う
一
度
杏
子
に
手
紙
を
出
し
た
。

旅
先
か
ら
必
ず
た
よ
り
を
出
す
と
書
い
て
。
し
か
し
、
こ
の
出
発
の
３
ヵ
月
後
に

杏
子
は
急
逝
す
る
の
だ
」

カ
モ
メ
の
群
れ
る
声
。

遠
く
で
ポ
ン
ポ
ン
船
の
音
。

（
駅
員
）
「
広
電
宮
島
。
広
電
宮
島
。
松
大
船
乗
換
え
。

一
番
線
か
ら
広
島
駅
行
き
が
ま
も
な
く
発
車
し
ま
す
。
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ご
乗
車
の
方
は
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
」

（
車
掌
の
声
）
「
広
島
駅
行
き
発
車
し
ま
す
」

扉
の
閉
ま
る
音
。

（
若
林
）
「
ふ
う
、
ま
に
あ
っ
た
」

電
車
の
動
き
出
す
音
。

（
車
掌
）
「
次
の
停
車
駅
は
地
御
前
、
地
御
前
」

走
る
電
車
の
音
。

（
若
林
の
Ｎ
）
「
こ
の
電
車
で
６
年
間
、
毎
日
瀬
戸
の
海
を

な
が
め
な
が
ら
広
島
ま
で
通
学
し
た
。
ほ
ぼ
１
時
間
で
町
の
中
心
に
着
く
」

電
車
の
止
ま
る
音
。

（
車
掌
）
「
え
え
、
天
満
屋
前
で
す
。
白
島
線
は
向
こ
う
側
。

ほ
ら
あ
そ
こ
。
乗
り
換
え
て
く
だ
さ
い
や
」
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旅
立
ち
（
後
書
き
）

つ
づ
く
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墓
参
り
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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墓
参
り

交
差
点
の
雑
踏
の
音
。

（
宮
本
）
「
若
林
君
、
お
ひ
さ
し
ぶ
り
！
」

（
若
林
）
「
あ
あ
、
こ
ん
に
ち
わ
。
宮
本
さ
ん
か
？
」

（
児
玉
）
「
よ
う
、
今
日
が
平
日
じ
ゃ
け
え
の
、
わ
し
と
宮
本
さ
ん
し
か

来
れ
ん
か
っ
た
ん
じ
ゃ
。
す
ぐ
そ
こ
じ
ゃ
け
え
１
５
分
あ
り
ゃ
い
け
る
よ
。

横
断
歩
道
渡
ろ
う
」

横
断
歩
道
の
信
号
音
。

車
の
音
。
雑
踏
。
足
音
。

（
児
玉
）
「
そ
こ
の
角
を
曲
が
る
ん
じ
ゃ
」

雑
踏
遠
ざ
か
り
消
え
る
。

小
鳥
の
声
。
三
人
の
足
音
。

自
転
車
の
鈴
。

足
音
だ
け
が
ゆ
っ
く
り
と
響
く
。

（
宮
本
）
「
杏
子
は
若
林
君
の
こ
と
が
大
好
き
だ
っ
た
の
よ
」

（
若
林
）
「
え
、
う
そ
だ
よ
そ
ん
な
事
。
１
度
も
聞
い
た
こ
と
な
い
よ
」

（
宮
本
）
「
ほ
ん
と
よ
。
小
学
校
の
６
年
の
時
、
皆
誰
が
好
き
っ
て
言
い

っ
こ
し
た
時
。
あ
の
無
口
な
杏
子
が
最
初
に
若
林
君
っ
て
言
っ
た
の
よ
」

（
若
林
）
「
う
そ
だ
よ
そ
ん
な
の
。
本
人
か
ら
１
度
も
聞
い
た
こ
と
な
い
よ
」

（
宮
本
）
「
当
た
り
前
で
し
ょ
。
本
人
を
前
に
し
て
そ
ん
な
こ
と
言
え
る
わ
け

が
な
い
で
し
ょ
。
そ
れ
で
そ
の
時
、
若
林
君
の
ど
こ
が
良
い
の
て
聞
い
た
ら
、

死
ん
だ
お
兄
さ
ん
に
と
て
も
よ
く
似
て
る
か
ら
っ
て
言
う
の
よ
」



23

（
児
玉
）
「
へ
ー
、
初
め
て
聞
い
た
の
う
、
杏
子
に
兄
貴
が
お
っ
た
ん
じ
ゃ
」

（
宮
本
）
「
そ
う
、
ひ
と
つ
上
の
お
兄
さ
ん
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
そ
の
前
の

年
に
亡
く
し
て
る
の
よ
ね
彼
女
。
病
気
だ
っ
た
ら
し
い
ん
だ
け
ど
」

（
児
玉
）
「
そ
う
い
や
あ
、
な
ん
と
な
く
兄
弟
み
た
い
じ
ゃ
っ
た
の
う
お
前
ら
」

（
若
林
）
「
そ
ん
な
こ
と
な
い
よ
」

砂
利
道
を
３
人
が
歩
む
音
が
続
い
て
い
る
。

（
宮
本
）
「
ね
え
、
憶
え
て
る
？
私
が
若
林
君
に
手
紙
渡
し
た
こ
と
？
」

（
若
林
）
「
忘
れ
た
よ
、
そ
ん
な
事
」

（
宮
本
）
「
柴
山
さ
ん
の
こ
と
好
き
で
す
か
？
っ
て
書
い
て
渡
し
た
じ
ゃ
な
い
？

憶
え
て
な
い
？
」

（
若
林
）
「
憶
え
て
な
い
！
」

（
宮
本
）
「
彼
女
、
返
事
が
な
く
て
落
ち
込
ん
で
た
わ
よ
」

（
若
林
）
「
知
ら
な
い
よ
そ
ん
な
こ
と
。
だ
っ
て
好
き
と
か
嫌
い
と
か
、

分
か
ら
な
い
よ
小
学
生
じ
ゃ
。
わ
っ
、
い
き
な
り
立
ち
止
ま
る
な
よ
」

（
宮
本
）
「
若
林
君
！
じ
ゃ
、
今
は
ど
う
な
の
？
」

（
若
林
）
「
む
む
、
い
や
、
そ
れ
は
、
そ
れ
こ
そ
妹
み
た
い
で
、

ち
ょ
っ
と
太
め
だ
け
ど
何
と
言
う
か
嫌
い
じ
ゃ
な
い
し
、

ど
ち
ら
か
と
言
う
と
好
き
だ
っ
た
か
も
？
」

（
宮
本
）
「
ほ
ら
見
て
御
覧
な
さ
い
。
は
っ
き
り
言
っ
て
欲
し
か
っ
た

の
よ
彼
女
。
そ
の
一
言
で
幸
せ
に
死
ね
た
の
に
。

男
っ
て
ほ
ん
と
に
鈍
感
な
ん
だ
か
ら
」

（
若
林
）
「
そ
ん
な
バ
カ
な
！
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
れ
。
そ
れ
じ
ゃ

ま
る
で
こ
の
俺
が
悪
者
み
た
い
じ
ゃ
な
い
か
！
」

（
宮
本
）
「
そ
う
よ
。
女
の
気
持
ち
も
分
か
ら
な
い
、
無
神
経
で
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わ
が
ま
ま
な
あ
な
た
が
彼
女
を
不
幸
に
し
た
の
よ
！
」

（
若
林
）
「
そ
り
ゃ
ひ
ど
い
よ
。
ど
う
し
て
そ
う
い
う
こ
と
が

分
か
る
ん
だ
よ
。
勝
手
に
決
め
付
け
る
と
俺
だ
っ
て
怒
る
よ
！
」
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墓
参
り
（
後
書
き
）

つ
づ
く
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杏
子
の
父
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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杏
子
の
父

ゆ
っ
く
り
と
歩
き
出
す
音
。

（
宮
本
）
「
私
の
か
っ
て
な
決
め
つ
け
じ
ゃ
な
い
わ
。

彼
女
が
入
院
し
た
時
お
父
様
か
ら
若
林
君
の
居
所

分
か
り
ま
せ
ん
か
？
連
絡
つ
き
ま
せ
ん
か
と
訊
ね
ら
れ
た
の
。

あ
な
た
の
実
家
に
も
連
絡
し
て
秋
口
に
海
外
へ
飛
び
出
し
た
き
り

全
く
連
絡
が
つ
き
ま
せ
ん
と
の
こ
と
だ
っ
た
わ
。
ね
え
児
玉
君
？
」

（
児
玉
）
「
ほ
う
よ
。
ほ
ん
ま
じ
ゃ
の
ー
。
会
い
た
が
っ
と
っ
た
ん
じ
ゃ
の
ー
」

（
宮
本
）
「
そ
う
よ
。
ほ
ん
と
に
会
い
た
が
っ
て
い
た
の
よ
」

（
若
林
）
「
分
か
っ
た
。
ど
う
も
俺
が
悪
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
き
た
。

そ
れ
で
、
な
に
か
な
？
杏
子
は
何
を
い
お
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
？
」

（
宮
本
）
「
若
林
君
、
あ
な
た
っ
て
ほ
ん
と
に
鈍
感
ね
。
言
う
ん
じ
ゃ
な
く
て
、

言
っ
て
欲
し
か
っ
た
の
よ
。
た
っ
た
一
言
」

（
若
林
）
「
ひ
と
こ
と
？
」

（
宮
本
）
「
そ
う
よ
。
好
き
だ
っ
て
」

（
若
林
）
「
そ
ん
な
こ
と
。
（
お
ど
け
て
）
い
く
ら
だ
っ
て
言
え
る
よ
。

好
き
だ
。
好
き
だ
。
好
き
だ
。
ほ
ら
？
」

（
宮
本
）
「
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
。
心
を
込
め
て
。
一
言
で
い
い
の
よ
」

（
若
林
）
「
よ
く
わ
か
ら
な
い
な
あ
」

（
宮
本
）
「
だ
か
ら
男
は
鈍
感
っ
て
言
う
の
よ
」

足
音
が
つ
づ
い
て
い
る
。

（
児
玉
）
「
あ
、
こ
の
寺
が
そ
う
じ
ゃ
」
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砂
利
道
の
足
音
。

水
道
、
手
桶
に
水
を
入
れ
る
音
。

（
児
玉
）
「
宮
本
さ
ん
花
も
っ
て
え
や
。
若
林
、
こ
の
手
桶
、
ほ
れ
。

わ
し
ゃ
線
香
に
火
点
け
る
け
え
の
。
右
の
一
番
奥
の
と
こ
ら
へ
ん
じ
ゃ
。

柴
山
て
書
い
て
あ
ろ
う
」

砂
利
の
足
音
。
手
桶
の
音
。

（
若
林
）
「
あ
れ
、
こ
の
新
し
い
の
違
う
み
た
い
や
」

（
児
玉
）
「
あ
あ
け
む
た
。
そ
の
新
し
い
の
ん
は
去
年
亡
く
な
っ
た

お
母
さ
ん
の
じ
ゃ
ろ
う
。
真
ん
中
が
杏
子
の
墓
。
一
番
奥
の
ん
が

兄
さ
ん
の
じ
ゃ
ろ
う
て
」

（
宮
本
）
「
そ
う
よ
。
今
は
も
う
お
父
さ
ん
、
お
店
を
閉
め
て

お
一
人
で
暮
ら
し
て
お
ら
れ
る
そ
う
よ
」

墓
石
に
水
を
か
け
る
音
。

（
児
玉
）
「
さ
あ
三
人
で
祈
ろ
う
か
」

（
若
林
）
「
あ
あ
」

（
宮
本
）
「
え
え
」

小
鳥
の
さ
え
ず
り
。

静
寂
が
続
く
。

砂
利
を
ふ
む
弱
々
し
い
足
音
が
近
づ
い
て
く
る
。

足
音
止
ま
る
。

（
杏
子
の
父
）
「
こ
ん
に
ち
わ
」

（
若
林
の
Ｎ
）
「
男
の
人
の
声
に
振
り
向
い
て
驚
い
た
。

そ
こ
に
は
今
に
も
倒
れ
そ
う
な
白
髪
の
老
人
が
、
重
そ
う
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な
包
み
を
持
っ
て
立
っ
て
い
た
」

（
三
人
）
「
こ
ん
に
ち
わ
」

（
杏
子
の
父
）
「
よ
く
来
て
く
れ
ま
し
た
。
あ
な
た
が
若
林
さ
ん

で
し
ょ
う
？
こ
れ
を
渡
さ
な
い
か
ん
か
っ
た
の
で
す
。
娘
の

形
見
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
日
記
と
手
紙
だ
け
は
あ
な
た
に

お
渡
し
ま
す
。
ど
う
か
、
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
」

包
み
を
渡
す
音
。

（
若
林
）
「
え
、
あ
、
は
い
」
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杏
子
の
父
（
後
書
き
）

つ
づ
く
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手
紙
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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手
紙

（
杏
子
の
父
）
「
こ
れ
で
ひ
と
安
心
だ
。
杏
子
は
、
小
学
校
の
５
年
生

の
頃
か
ら
日
記
を
つ
け
始
め
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
息
子
が
亡
く
な
っ
て

か
ら
の
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
ほ
ぼ
毎
日
、
死
の
１
週
間
前
ま
で

書
か
れ
て
い
ま
す
。
私
も
何
回
と
な
く
読
み
返
し
ま
し
た
。
特
に
あ
な
た

に
関
す
る
記
述
の
所
は
赤
い
糸
ヒ
モ
を
目
印
に
し
て
お
き
ま
し
た
。
後
半

あ
な
た
の
こ
と
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
特
に
急
性
骨
髄
性
白
血
病
が

発
症
し
て
か
ら
の
３
ヶ
月
間
は
、
狂
お
し
い
ま
で
に
あ
な
た
の
こ
と
が

つ
づ
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
も
後
わ
ず
か
の
命
で
す
か
ら
、
こ
の
日
記
と

手
紙
を
持
っ
て
い
て
も
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
か
必
ず
一
読
な
さ

っ
て
、
用
が
無
く
な
れ
ば
焼
却
し
て
く
だ
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

（
若
林
）
「
は
い
、
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
。
必
ず
最
後
ま
で

じ
っ
く
り
と
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

（
若
林
の
Ｎ
）
「
こ
の
時
初
め
て
杏
子
の
父
は
か
す
か
に
笑
み
を
浮
か
べ
た
」

カ
モ
メ
の
群
れ
る
声
。

遠
く
で
ポ
ン
ポ
ン
船
の
音
。

（
駅
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
）
「
広
電
宮
島
。
広
電
宮
島
。
松
大
船
乗
換
え
」

砂
利
を
ゆ
っ
く
り
歩
む
音
。

（
若
林
の
Ｎ
）
「
実
家
の
自
室
で
包
み
を
広
げ
た
」
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包
み
を
広
げ
る
音
。

（
若
林
の
Ｎ
）
「
２
０
冊
の
大
学
ノ
ー
ト
。
一
番
下
は
古
め
か
し
く

一
番
上
は
真
新
し
い
。
赤
い
糸
紐
が
上
の
ほ
う
に
集
中
し
て
い
る
。

若
林
治
様
と
書
か
れ
た
封
筒
３
通
と
柴
山
杏
子
様
と
書
か
れ
た
封
筒
２
通
。

海
外
か
ら
の
航
空
便
が
１
通
。
な
つ
か
し
い
な
あ
。
あ
の
あ
と
大
変
だ
っ
た
。

あ
れ
っ
、
あ
の
時
の
だ
。
出
発
前
の
も
ち
ゃ
ん
と
届
い
て
い
た
ん
だ
。
な
に

も
知
ら
ず
に
俺
は
。
返
事
も
き
ち
ん
と
書
い
て
あ
る
じ
ゃ
あ
な
い
か
？
何
故

出
さ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
？
切
手
も
貼
っ
て
あ
る
の
に
」

手
紙
を
開
け
る
音
。

（
若
林
の
Ｎ
）
「
若
林
さ
ん
遅
く
な
り
ま
し
た
が
」

杏
子
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
重
な
っ
て
く
る
。

（
杏
子
の
Ｎ
）
「
念
願
の
合
格
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
去
年
の
暮
れ
、

桃
山
御
陵
の
坂
道
を
歩
き
な
が
ら
、
若
林
さ
ん
は
一
生
懸
命
話
し
て
ま
し
た
。

今
の
僕
に
は
君
に
合
う
資
格
が
な
い
ん
だ
と
か
、
世
界
に
必
ず
飛
び
出
す
ん
だ

と
か
、
自
分
の
使
命
は
何
な
の
か
と
か
、
と
て
も
難
し
い
お
話
を
何
度
も
繰
り

返
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
下
宿
に
上
が
っ
て
も
ら
っ
て
か
ら
、
卒
業
し
た
ら

ど
う
す
る
の
？
と
聞
か
れ
て
、
登
町
小
学
校
の
先
生
に
な
ろ
う
と
思
う
の
と

答
え
た
時
、
若
林
君
は
と
て
も
喜
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
後
が
変
で

し
た
よ
。
君
の
テ
ニ
ス
は
天
使
の
よ
う
だ
、
涙
が
出
る
ほ
ど
美
し
い
、
て

言
わ
れ
た
の
を
憶
え
て
ま
す
か
？
思
わ
ず
私
が
吹
き
出
し
た
の
で
気
分
を

害
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
す
ぐ
帰
ら
れ
ま
し
た
ね
。
ご
め
ん
な
さ
い
」
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手
紙
（
後
書
き
）

つ
づ
く
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と
げ
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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と
げ

（
若
林
の
Ｎ
）
「
何
故
出
さ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
？
そ
う
だ
、

そ
の
頃
の
日
記
を
見
て
み
れ
ば
分
か
る
は
ず
だ
」

ノ
ー
ト
を
め
く
る
音
。

（
杏
子
）
「
切
手
を
貼
っ
て
こ
れ
で
よ
し
、
と
」

階
下
で
電
話
の
音
。
音
止
む
。

（
下
宿
の
お
ば
さ
ん
）
「
杏
子
ち
ゃ
ん
！
電
話
！
」

テ
レ
ビ
の
音
が
聞
こ
え
て
い
る
。

（
杏
子
）
「
（
階
上
か
ら
）
は
ー
い
」

階
段
を
下
り
る
音
。
足
音
奥
へ
。

（
杏
子
）
「
（
奥
で
）
も
し
も
し
・
・
え
っ
、
分
か
り
ま
し
た
」

足
早
に
足
音
近
づ
く
。

（
杏
子
）
「
（
不
安
げ
に
）
お
ば
さ
ん
」

（
お
ば
さ
ん
）
「
ど
な
い
し
た
ん
？
」

（
杏
子
）
「
母
が
倒
れ
た
の
で
今
す
ぐ
広
島
へ
帰
り
ま
す
」

（
お
ば
さ
ん
）
「
そ
り
ゃ
た
い
へ
ん
や
。
は
よ
か
え
り
」

発
車
の
ベ
ル
の
音
。

（
駅
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
）
「
三
番
線
よ
り
広
島
行
き
夜
間
特
急
宮
島
が
発
車
い
た

し
ま
す
」

夜
行
列
車
の
単
調
な
音
が
続
く
。

（
杏
子
の
Ｎ
）
「
資
格
て
な
ん
で
し
ょ
う
。
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
、
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資
格
っ
て
何
な
の
で
す
か
？
人
を
好
き
に
な
っ
た
り
愛
し
た
り
、
あ
る
い
は

愛
さ
れ
た
り
す
る
の
に
資
格
が
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
私
に
会
う
資
格
が
な
い

と
お
し
ゃ
る
の
は
、
き
っ
と
若
林
さ
ん
自
身
の
プ
ラ
イ
ド
と
の
戦
い
な
の
で

し
ょ
う
ね
？
よ
く
考
え
て
み
れ
ば
あ
ま
り
大
し
た
事
の
な
い
些
細
な
こ
と
で
も
、

そ
の
人
に
し
て
み
れ
ば
大
き
な
大
き
な
と
げ
な
の
で
し
ょ
う
ね
。
時
が
来
れ
ば

と
げ
は
跡
形
も
な
く
嘘
の
よ
う
に
消
滅
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
最
近
、

私
の
心
と
体
の
中
の
小
さ
な
と
げ
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
小
さ
な
と
げ
な
ら

そ
の
う
ち
自
然
に
消
え
て
い
く
。
悪
い
と
げ
な
ら
、
も
し
か
し
て
毒
を
持
っ
た

と
げ
な
ら
、
必
ず
私
を
食
い
つ
ぶ
し
て
し
ま
う
。
こ
の
と
げ
を
持
っ
た
人
間
に
は

人
を
愛
す
る
資
格
も
人
に
愛
さ
れ
る
資
格
も
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
い
つ
か

若
林
さ
ん
に
確
認
し
て
み
よ
う
」

踏
み
切
り
の
音
。
列
車
の
音
が
ず
っ
と
続
い
て
い
る
。

（
車
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
）
「
ま
も
な
く
終
点
広
島
で
す
。
山
陽
本
線
く
だ
り
は

１
番
ホ
ー
ム
か
ら
岩
国
行
き
・
・
・
・
・
」

ア
ナ
ウ
ン
ス
の
声
遠
ざ
か
り
消
え
る
。

（
若
林
の
Ｎ
）
「
杏
子
は
母
親
が
退
院
す
る
ま
で
の
１
ヶ
月
間
広
島
に
い
た
。

父
の
食
事
の
世
話
を
し
な
が
ら
毎
日
看
病
に
通
っ
た
。
結
局
そ
の
年
の
暮
れ
も

正
月
も
杏
子
は
広
島
に
い
た
の
だ
。
だ
か
ら
、
手
紙
は
そ
の
ま
ま
に
な
っ
た
の

か
」

近
づ
く
足
音
。
ノ
ッ
ク
の
音
。

（
杏
子
）
「
は
い
」

（
婦
長
）
「
柴
山
さ
ん
、
ご
機
嫌
い
か
が
で
す
か
？
今
日
退
院
で
す
よ
」

（
杏
子
と
母
）
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
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（
婦
長
）
「
も
り
も
り
食
べ
て
も
っ
と
元
気
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」

（
母
）
「
は
い
、
も
り
も
り
食
べ
ま
す
」

み
ん
な
の
笑
い
声
。
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と
げ
（
後
書
き
）

つ
づ
く
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激
痛
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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激
痛

（
若
林
の
Ｎ
）
「
そ
の
晩
の
こ
と
で
あ
る
」

ス
キ
ヤ
キ
の
煮
え
る
音
。

（
杏
子
）
「
も
う
お
肉
大
丈
夫
よ
、
お
か
さ
ん
」

（
母
）
「
あ
ー
い
い
に
お
い
。
は
よ
う
こ
ん
な
ん
が
食
べ
た
か
っ
た
ん
よ
」

（
父
）
「
は
よ
う
食
べ
ん
さ
い
、
食
べ
ん
さ
い
。
美
味
し
い
も
の
を
う
ん
と
食

べ
て

き
ち
ん
と
薬
を
飲
み
続
け
と
き
ゃ
あ
、
も
う
発
作
は
起
き
ん
と
先
生
が
言
う
と

っ
た
ろ
う
」

（
母
）
「
ほ
う
よ
ね
。
あ
の
発
作
の
時
に
は
背
骨
に
ズ
キ
ン
と
き
て
立
っ
と
か

れ
ん
の
よ
」

（
父
）
「
体
力
と
精
神
力
で
お
母
さ
ん
は
乗
り
越
え
ら
れ
る
！
」

み
ん
な
の
笑
い
声
。

（
母
）
「
杏
子
、
は
よ
京
都
に
戻
ら
に
ゃ
い
け
ん
の
じ
ゃ
ろ
う
？
」

（
杏
子
）
「
そ
う
。
期
末
も
あ
る
し
、
い
よ
い
よ
四
回
生
。
卒
論
と
教
育
実
習

で
大
忙
し
」

（
父
）
「
も
う
４
年
生
か
」

（
母
）
「
来
年
卒
業
、
は
や
い
も
ん
よ
ね
」

（
父
と
母
）
「
小
学
校
の
先
生
、
は
は
は
は
」

声
、
遠
の
い
て
い
く
。

（
杏
子
）
「
う
ま
く
い
け
ば
登
町
小
学
校
」

（
母
）
「
あ
ほ
う
ね
、
は
は
は
」

（
父
）
「
頑
張
り
や
杏
子
。
後
は
大
丈
夫
や
け
え
」

（
杏
子
）
「
う
ん
。
も
う
疲
れ
た
か
ら
寝
る
わ
。
お
や
す
み
」
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階
段
を
上
る
音
。
声
近
づ
く
。

（
杏
子
）
「
ふ
う
、
疲
れ
た
。
ぐ
っ
す
り
眠
ろ
う
」

布
団
を
敷
く
音
。

（
杏
子
）
「
よ
い
し
ょ
っ
と
。
わ
ー
、
か
わ
い
い
パ
ジ
ャ
マ
！

父
が
買
っ
て
く
れ
た
ん
だ
」

時
計
の
秒
を
刻
む
音
。

寝
息
が
か
す
か
に
聞
こ
え
る
。

（
杏
子
）
「
む
む
ん
」

寝
返
り
を
う
つ
音
。

小
さ
く
心
臓
の
鼓
動
が
聞
こ
え
る
。

小
さ
な
衝
撃
音
が
走
る
。

（
杏
子
）
「
う
う
ん
（
う
な
さ
れ
る
）
」

心
臓
の
鼓
動
が
高
ま
る
。

衝
撃
音
が
走
る
。

（
杏
子
）
「
キ
ャ
ッ
！
」

布
団
を
め
く
る
音
。

鼓
動
さ
ら
に
高
ま
る
。

大
き
な
衝
撃
音
が
走
る
。

（
杏
子
）
「
キ
ャ
ッ
！
助
け
て
！
背
骨
が
・
・
・
」

布
団
か
ら
這
い
出
す
音
。

柱
に
す
が
り
な
が
ら
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
音
。

二
階
か
ら
の
杏
子
の
声
。

（
杏
子
）
「
キ
ャ
ー
！
助
け
て
！
お
と
ー
さ
ん
！
・
・
・
背
骨
が
」
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大
き
く
倒
れ
る
音
。

（
父
）
「
う
ん
？
な
ん
だ
？
杏
子
！
き
ょ
う
こ
！
」

飛
び
起
き
て
二
階
へ
駆
け
上
が
る
音
。

（
母
）
「
（
不
安
げ
に
）
　
き
ょ
う
こ
・
・
・
・
」
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激
痛
（
後
書
き
）

つ
づ
く
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夢
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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夢
救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
の
音
。

走
る
救
急
車
内
の
音
。

（
隊
員
の
声
）
「
背
骨
が
痛
い
と
い
っ
て
倒
れ
た
そ
う
で
す
。
ど
う
ぞ
」

（
無
線
の
声
）
「
意
識
は
あ
り
ま
す
か
？
ど
う
ぞ
」

（
杏
子
）
「
（
苦
し
そ
う
に
）
は
あ
、
は
あ
、
」

（
父
と
母
）
「
・
・
・
・
き
ょ
う
こ
」

サ
イ
レ
ン
の
音
遠
ざ
か
り
消
え
て
い
く
。

診
察
室
の
音
。

（
医
師
）
「
ふ
む
」

椅
子
の
回
転
音
。

（
医
師
）
「
急
性
貧
血
で
す
ぐ
退
院
で
き
ま
す
よ
。
看
病
疲
れ
か
な
？
」

（
母
）
「
ご
め
ん
ね
杏
子
。
私
の
た
め
に
」

（
杏
子
）
「
い
い
の
よ
お
母
さ
ん
。
す
ぐ
良
く
な
る
か
ら
。

私
の
ほ
う
こ
そ
、
ご
め
ん
な
さ
い
」

椅
子
の
回
転
音
。

（
医
師
）
「
あ
、
念
の
た
め
検
査
で
３
日
間
入
院
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
あ
と
す
ぐ
退
院
、
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
じ
ゃ
、
お
大
事
に
」

（
若
林
の
Ｎ
）
「
杏
子
は
予
定
ど
う
り
３
日
で
退
院
し
た
。

こ
の
間
杏
子
は
次
の
よ
う
な
夢
を
見
て
い
る
。

”
白
衣
を
着
た
若
林
医
師
が
駆
け
込
ん
で
く
る
。
杏
子
の
ベ
ッ
ド
で

ひ
ざ
ま
ず
き
目
を
つ
む
っ
て
眠
っ
て
い
る
杏
子
の
手
を
と
り
必
死
で
、
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『
悲
観
的
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
！
君
は
必
ず
助
か
る
。
す
ぐ
元
気
に

な
っ
て
退
院
で
き
る
か
ら
頑
張
る
ん
だ
杏
子
！
』

そ
こ
で
杏
子
は
目
を
開
け
て
笑
い
な
が
ら
思
い
切
り
抱
き
つ
く
。

唖
然
と
し
て
い
る
若
林
医
師
。
”

と
い
う
夢
だ
。
楽
し
そ
う
な
字
で
日
記
に
書
か
れ
て
い
た
。
こ
の
頃
か
？

杏
子
が
、
自
分
が
抱
え
る
と
げ
の
正
体
を
本
能
的
に
自
覚
し
始
め
た
の
は
。

そ
の
後
二
人
と
も
多
忙
に
な
っ
た
。
１
２
月
に
入
っ
て
出
発
日
が
確
定
し

手
紙
を
出
し
た
が
、
そ
の
返
事
も
き
ち
ん
と
書
か
れ
て
い
た
。
教
育
実
習

も
卒
論
も
終
了
し
、
後
は
登
町
小
学
校
の
採
用
通
知
を
待
つ
だ
け
だ
と
書

い
て
あ
っ
た
。
・
・
・
・
・
・
・
何
故
出
さ
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
？

日
記
を
見
て
み
た
」

（
杏
子
の
Ｎ
）
「
１
２
月
に
な
る
と
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
と
思
っ
て
い
た

と
こ
ろ
へ
、
若
林
さ
ん
か
ら
の
手
紙
が
届
い
て
い
ま
し
た
。
私
に
は

直
感
で
分
か
る
の
で
す
。
え
い
っ
て
指
を
鳴
ら
す
と
ポ
ス
ト
に
手
紙
が

入
っ
て
て
輝
い
て
い
た
ん
で
す
よ
」

（
若
林
の
Ｎ
）
「
そ
の
１
週
間
後
」

（
杏
子
の
Ｎ
）
「
も
う
手
紙
は
出
さ
な
い
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

若
林
さ
ん
は
返
事
を
期
待
し
て
い
な
い
。
住
所
も
不
安
定
。
３
年
間
も

旅
に
出
る
な
ん
て
も
っ
て
の
ほ
か
だ
わ
。
さ
っ
さ
と
忘
れ
て
私
も
頑
張
ろ
う
」

（
若
林
の
Ｎ
）
「
そ
の
後
の
日
記
は
最
後
の
真
新
し
い
ノ
ー
ト
に
な
っ
て
い
た
。

杏
子
は
心
機
一
転
、
新
生
活
の
戦
い
を
開
始
し
た
の
だ
」
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夢
（
後
書
き
）

つ
づ
く
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杏
子
先
生
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。



50

杏
子
先
生

小
鳥
の
さ
え
ず
り
。

授
業
開
始
の
鐘
の
音
。

（
杏
子
）
「
み
な
さ
ん
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」

（
子
ど
も
達
）
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」

（
杏
子
）
「
先
生
の
名
前
は
」

黒
板
に
チ
ョ
ー
ク
で
書
く
音
。

（
杏
子
）
「
し
ば
や
ま
き
ょ
う
こ
。
き
ょ
う
こ
先
生
で
す
！
」

（
子
ど
も
達
）
「
わ
ー
、
き
ょ
う
こ
先
生
！
」

拍
手
の
音
、
遠
ざ
か
り
消
え
る
。

（
若
林
の
Ｎ
）
「
そ
の
年
の
夏
は
以
上
に
暑
か
っ
た
」

カ
モ
メ
の
群
れ
る
声
。
ド
ラ
の
音
。
霧
笛
。
歓
声
。

船
出
の
音
遠
ざ
か
る
。

（
若
林
の
Ｎ
）
「
横
浜
か
ら
ナ
ホ
ト
カ
ま
で
船
。
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
で

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
へ
出
て
イ
リ
ュ
ー
ジ
ン
の
ジ
ェ
ッ
ト
機
で
モ
ス
ク
ワ
ま
で

３
６
時
間
。
秋
口
、
凍
え
な
が
ら
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
着
い
た
。

ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
で
デ
ン
マ
ー
ク
、
ド
イ
ツ
と
南
下
し
て
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

か
ら
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
行
き
の
国
際
列
車
に
乗
っ
た
。
バ
ス
を
乗
り
継
い
で

や
っ
と
の
思
い
で
イ
ン
ド
に
た
ど
り
着
き
、
ベ
ナ
レ
ス
で
１
ヶ
月
、

い
ろ
い
ろ
と
も
の
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
よ
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
戻
っ
て

働
こ
う
と
意
を
決
し
た
時
、
ふ
と
柴
山
杏
子
の
こ
と
を
思
い
出
し
、

手
紙
を
出
し
て
１
２
月
、
イ
ン
ド
を
後
に
し
た
」
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セ
ミ
の
な
く
声
。

（
杏
子
の
Ｎ
）
「
そ
の
年
の
夏
は
異
常
に
暑
か
っ
た
。
２
学
期
が

始
ま
っ
て
も
３
０
度
以
上
の
猛
暑
が
続
い
て
い
た
」

（
杏
子
）
「
あ
い
う
え
お
、
は
い
！
」

（
子
ど
も
達
）
「
あ
い
う
え
お
！
」

（
杏
子
）
「
か
き
く
け
こ
、
は
い
！
」

（
子
ど
も
達
）
「
か
き
く
け
こ
！
」

心
臓
の
鼓
動
が
急
速
に
高
ぶ
る
音
。

激
し
い
衝
撃
音
。

（
杏
子
）
「
あ
あ
っ
」

倒
れ
る
音
。

（
子
ど
も
達
）
「
き
ょ
う
こ
せ
ん
せ
ー
い
！
」

一
斉
に
立
ち
上
が
る
椅
子
の
音
。

救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
の
音
。

隊
員
の
声
。
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
の
音
。

あ
わ
た
だ
し
い
数
人
の
駆
け
る
音
。

（
杏
子
）
「
（
あ
え
ぎ
な
が
ら
）
若
林
さ
ん
助
け
て
。
若
林
さ
ん
助
け
て
」

ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
と
足
音
遠
の
く
。

遠
く
で
サ
イ
レ
ン
の
音
。

（
杏
子
の
Ｎ
）
「
三
日
前
に
私
は
ま
た
倒
れ
た
。
こ
の
１
年
発
作
は
全
く

起
き
な
か
っ
た
の
に
。
体
の
中
で
毒
の
と
げ
と
生
き
る
命
と
が
戦
っ
て
い
る
」

点
滴
の
音
が
単
調
に
響
き
続
け
て
い
る
。

（
杏
子
の
Ｎ
）
「
救
急
車
の
中
で
若
林
さ
ん
助
け
て
と
叫
び
続
け
て
い
た
そ
う

だ
、
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恥
ず
か
し
い
っ
た
ら
あ
り
ゃ
し
な
い
・
・
・
・
・
・
・
（
寝
息
）
」



53

杏
子
先
生
（
後
書
き
）

つ
づ
く
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入
院
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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入
院

心
臓
の
鼓
動
が
単
調
に
続
く
。

小
さ
な
衝
撃
音
。

（
杏
子
）
「
う
っ
」

再
び
心
臓
の
鼓
動
が
続
く
。

小
さ
な
衝
撃
音
。

（
杏
子
）
「
う
っ
」

寝
返
り
を
う
つ
音
。

心
臓
の
鼓
動
が
高
ま
る
。

大
き
な
衝
撃
音
。

（
杏
子
）
「
キ
ャ
ッ
。
助
け
て
！
」

駆
け
足
音
近
づ
く
。

（
婦
長
）
「
柴
山
さ
ん
！
大
丈
夫
？
」

（
杏
子
）
「
大
丈
夫
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
助
け
て
く
だ
さ
い
。

背
中
に
ズ
キ
ン
と
来
る
ん
で
す
。
と
て
も
怖
い
ん
で
す
」

（
婦
長
）
「
よ
し
よ
し
分
か
っ
た
。
今
先
生
が
来
る
か
ら
ね
。

我
慢
す
る
の
よ
柴
山
さ
ん
。
背
中
さ
す
っ
て
あ
げ
る
か
ら
、
ほ
ら
。

我
慢
す
る
の
よ
」

（
杏
子
）
「
う
・
・
・
う
う
う
（
泣
く
）
」

（
杏
子
の
Ｎ
）
「
今
回
は
長
引
き
そ
う
だ
。
あ
の
苦
し
い
検
査
が
続
く
の
か

と
思
う
と
気
が
重
く
な
る
。
子
ど
も
達
は
ど
う
し
て
る
の
か
な
？
」

遠
く
で
子
ど
も
達
の
声
。

（
子
ど
も
達
）
「
き
ょ
う
こ
せ
ん
せ
ー
い
！
」
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（
杏
子
の
Ｎ
）
「
今
日
転
院
に
な
っ
た
。
検
査
が
前
の
時
よ
り
厳
し
い
。

医
師
の
対
応
も
微
妙
に
違
う
。
も
う
、
助
か
ら
な
い
か
も
？
」

遠
く
で
父
と
母
の
声
。
婦
長
の
声
。

（
婦
長
）
「
今
日
は
お
元
気
そ
う
で
す
よ
」

（
父
）
「
そ
り
ゃ
ど
う
も
。
ほ
ん
ま
じ
ゃ
。
は
は
は
、
元
気
そ
う
じ
ゃ
。
か
あ

さ
ん
果
物
」

（
母
）
「
起
き
と
る
ん
ね
杏
子
？
ハ
ア
顔
色
が
よ
う
な
っ
て
。
こ
れ
食
べ
な
い

け
ん
よ
」

（
杏
子
）
「
あ
り
が
と
う
、
お
か
あ
さ
ん
」

紙
包
み
を
開
け
る
音
。

（
父
）
「
今
日
は
元
気
そ
う
じ
ゃ
の
、
杏
子
」

（
杏
子
の
Ｎ
）
「
父
の
表
情
が
さ
え
な
い
。
何
か
私
に
隠
し
て
い
る
。

父
は
何
か
を
知
っ
て
い
る
。
気
丈
に
振
舞
う
父
と
母
。
見
舞
い
に
来
て
も

ま
と
も
に
顔
を
見
れ
な
い
。
必
死
で
笑
顔
を
作
っ
て
い
る
」

点
滴
の
音
が
単
調
に
響
き
続
け
る
。

杏
子
の
寝
息
。

心
臓
の
鼓
動
が
徐
々
に
高
ま
る
。

す
る
ど
い
衝
撃
音
。

（
杏
子
）
「
キ
ャ
ッ
！
」

跳
ね
起
き
る
音
。

（
杏
子
）
「
（
大
き
な
息
遣
い
）
ふ
う
、
ふ
う
」

（
杏
子
の
Ｎ
）
「
薬
で
今
ま
で
の
発
作
が
薄
め
ら
れ
て
そ
の
分
毎
日
ズ
キ
ン
と

来
る
。
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と
て
も
背
中
が
痛
く
背
骨
が
熱
い
。
助
け
て
若
林
さ
ん
。
一
人
で
死
ぬ
の
が
と

て
も
怖
い
」
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入
院
（
後
書
き
）

つ
づ
く
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私
を
お
嫁
さ
ん
に
し
て
く
だ
さ
い
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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私
を
お
嫁
さ
ん
に
し
て
く
だ
さ
い

ブ
ザ
ー
の
音
。
あ
わ
た
だ
し
い
足
音
。

（
婦
長
）
「
柴
山
さ
ん
発
作
。
モ
ル
ヒ
ネ
用
意
し
て
」

（
看
護
婦
）
「
は
い
」

（
婦
長
）
「
先
生
は
？
」

（
看
護
婦
）
「
す
ぐ
来
ら
れ
ま
す
」

駆
け
る
足
音
。
ド
ア
を
開
け
る
音
。

ベ
ッ
ド
の
き
し
む
音
。

（
杏
子
）
「
痛
い
痛
い
と
て
も
背
中
が
痛
い
。
助
け
て
若
林
さ
ん
！

助
け
て
！
何
も
悪
い
こ
と
し
て
な
い
の
に
。
な
に
も
・
・
あ
あ
、
痛
い
痛
い
」

（
医
師
）
「
そ
っ
ち
抑
え
て
。
も
っ
と
強
く
。
そ
う
、
そ
の
ま
ま
。
モ
ル
ヒ
ネ

！
」

（
婦
長
）
「
は
い
！
」

（
医
師
）
「
少
し
レ
ベ
ル
を
上
げ
よ
う
」

ベ
ッ
ド
の
音
静
ま
っ
て
い
く
。

（
医
師
）
「
も
う
、
か
な
り
き
び
し
い
な
」

足
音
が
遠
の
い
て
い
く
。

（
杏
子
の
Ｎ
）
「
私
は
絶
対
若
林
さ
ん
の
こ
と
が
好
き
。
退
院
し
た
ら

結
婚
し
て
欲
し
い
。
早
く
帰
っ
て
き
て
。
プ
ロ
ポ
ー
ズ
し
て
あ
げ
る
か
ら
」

（
若
林
の
Ｎ
）
「
こ
の
頃
か
ら
発
作
が
頻
繁
に
起
き
、
モ
ル
ヒ
ネ
の
量
が

増
え
て
、
杏
子
は
狂
お
し
く
な
っ
て
き
た
」

（
杏
子
の
Ｎ
）
「
き
ょ
う
は
私
達
家
族
で
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
行
っ
て
る
夢
を
見

ま
し
た
。
小
学
生
の
子
ど
も
が
二
人
、
も
ち
ろ
ん
登
町
小
学
校
の
生
徒
で
す
よ
」
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ブ
ザ
ー
の
音
。

（
婦
長
）
「
柴
山
さ
ん
発
作
！
」

駆
け
足
音
が
遠
の
い
て
い
く
。

（
杏
子
の
Ｎ
）
「
痛
い
痛
い
。
夜
中
も
眠
れ
ま
せ
ん
。
体
中
が
痛
く
て
ど
う
し

よ
う
も

あ
り
ま
せ
ん
。
今
若
林
さ
ん
は
ど
の
あ
た
り
を
旅
し
て
る
ん
で
す
か
？
お
便
り

く
だ
さ
い
。

３
年
間
は
長
す
ぎ
ま
す
。
約
束
し
ま
し
た
ね
、
お
便
り
待
っ
て
ま
す
」

こ
こ
か
ら
心
臓
の
鼓
動
が
不
気
味
に
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
響
い
て
く
る
。

衝
撃
音
が
一
定
の
間
隔
を
置
い
て
徐
々
に
大
き
く
な
り
な
が
ら
入
る
。

（
杏
子
の
Ｎ
）
「
痛
い
痛
い
ほ
ん
と
に
痛
い
。
体
中
の
骨
が
酸
に
侵
さ
れ
て
い

る
み
た
い
で
す
。

父
も
母
も
涙
を
一
杯
た
め
て
見
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
私
は
い
つ
も
必
死
で

笑
顔
を
作
っ
て

き
ま
し
た
。
も
う
こ
の
痛
み
に
は
耐
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
父
母
が
帰
る
と
私
は
思

い
切
り
叫
び
ま
す
。

『
死
に
た
い
！
殺
し
て
！
早
く
殺
し
て
ー
っ
！
』
」

心
臓
の
鼓
動
と
衝
撃
音
が
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
流
れ
て
い
る
。

（
杏
子
の
Ｎ
）
「
と
げ
の
毒
が
体
中
を
回
っ
て
い
ま
す
。
生
き
る
命
の
力
が
負

け
そ
う
で
す
。

若
林
さ
ん
の
力
を
信
じ
て
い
ま
す
。
時
々
ふ
と
我
に
帰
っ
て
痛
み
が
全
く
な
い

時
が
あ
り
ま
す
。

（
狂
お
し
く
）
必
死
で
手
紙
を
書
き
ま
し
ょ
う
！
私
が
愛
し
た
人
は
若
林
治
君
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！
大
好
き
！

私
の
先
生
な
ん
で
す
よ
。
両
手
で
私
の
手
を
握
り
締
め
て
、
が
ん
ば
れ
杏
子
！

お
前
は
僕
の
妻
だ
！

結
婚
し
よ
う
！
か
っ
こ
い
い
若
林
君
。
賛
成
の
方
手
を
挙
げ
て
く
だ
さ
い
。
学

級
委
員
の
若
林
君

大
好
き
で
す
！
私
を
お
嫁
さ
ん
に
し
て
く
だ
さ
い
」
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私
を
お
嫁
さ
ん
に
し
て
く
だ
さ
い
（
後
書
き
）

つ
づ
く
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ベ
ナ
レ
ス
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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ベ
ナ
レ
ス

鼓
動
と
衝
撃
音
が
大
き
く
な
り
少
し
早
ま
る
。

（
杏
子
の
Ｎ
）
「
１
２
月
に
入
り
ま
し
た
。
き
っ
と
手
紙
が
来
ま
す
。

絶
対
来
ま
す
！
私
は
直
感
で
分
か
る
の
で
す
。
え
い
っ
と
指
を
鳴
ら
す
と

ポ
ス
ト
に
手
紙
が
入
っ
て
輝
い
て
い
る
ん
で
す
よ
」

鼓
動
と
衝
撃
音
さ
ら
に
早
ま
る
。

（
杏
子
の
Ｎ
）
「
手
紙
は
ま
だ
で
し
ょ
う
か
？
間
違
っ
て
京
都
に

送
っ
た
の
で
は
？
広
島
の
住
所
は
知
っ
て
る
は
ず
な
の
に
」

鼓
動
と
衝
撃
音
急
激
に
高
ま
る
。

（
杏
子
の
Ｎ
）
「
も
う
だ
め
！
私
死
ぬ
。
手
紙
は
ま
だ
で
す
か
？

必
ず
来
ま
す
。
絶
対
来
る
！
父
に
噛
み
付
き
ま
し
た
」

鼓
動
と
衝
撃
音
、
最
高
に
達
す
る
。

（
杏
子
の
Ｎ
）
「
あ
あ
、
も
う
だ
め
。
何
が
な
ん
だ
か
分
か
ら
な
い
。

手
紙
来
て
る
は
ず
よ
！
お
父
さ
ん
見
て
き
て
！
」

鼓
動
と
衝
撃
音
ぴ
た
り
と
止
む
。

遠
く
か
ら
駆
け
る
足
音
が
近
づ
い
て
く
る
。

声
が
近
づ
く
。

（
父
）
「
（
大
声
で
）
杏
子
！
若
林
さ
ん
か
ら
の
手
紙
が
来
て
た
ぞ
！
」

手
紙
を
開
け
る
音
。
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（
父
）
「
ほ
ら
、
若
林
さ
ん
か
ら
の
航
空
便
だ
！
」

（
若
林
の
Ｎ
）
「
父
に
支
え
ら
れ
必
死
に
起
き
上
が
る
杏
子
。
も
う
視
点
が
定

ま
ら
な
い
。

手
に
持
と
う
と
す
る
が
持
ち
き
れ
な
い
。
父
、
し
っ
か
り
と
封
筒
を
杏
子
の
手

に
握
ら
せ
、

手
紙
を
読
み
始
め
る
。
杏
子
は
無
表
情
で
耳
を
傾
け
て
い
る
」

（
父
の
Ｎ
）
「
杏
子
さ
ん
お
元
気
で
す
か
？
僕
は
今
イ
ン
ド
の
ベ
ナ
レ
ス
に
い

ま
す
。

ヒ
ン
ズ
ー
の
人
々
は
朝
早
く
か
ら
沐
浴
し
祈
り
を
さ
さ
げ
て
い
ま
す
」

（
若
林
の
Ｎ
）
「
父
が
杏
子
に
分
か
る
か
と
確
認
し
て
い
る
。

杏
子
は
か
す
か
に
う
な
ず
い
た
」

ボ
ー
ト
の
オ
ー
ル
と
波
の
音
が
単
調
に
続
く
。

遠
く
で
烏
の
声
。

イ
ン
ド
人
た
ち
の
祈
る
声
が
聞
こ
え
る
。

（
若
林
の
Ｎ
）
「
杏
子
さ
ん
お
元
気
で
す
か
？
僕
は
今
イ
ン
ド
の
ベ
ナ
レ
ス
に

い
ま
す
。

ヒ
ン
ズ
ー
の
人
々
は
朝
早
く
か
ら
沐
浴
し
祈
り
を
さ
さ
げ
て
い
ま
す
。
１
２
月

で
も
３
０
度

を
越
え
る
蒸
し
暑
さ
で
す
。
昨
日
こ
の
河
を
上
る
観
光
ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
み
ま

し
た
。

濃
い
深
緑
色
を
帯
び
た
流
れ
は
非
常
に
ゆ
っ
た
り
と
し
て
い
て
、
ど
こ
ま
で
も

神
秘
的
で

奥
深
い
ガ
ン
ジ
ス
河
そ
の
も
の
で
し
た
。
ボ
ー
ト
か
ら
見
え
る
ガ
ー
ト
と
呼
ば

れ
る
階
段
は
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所
々
途
切
れ
て
い
て
白
い
砂
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。
何
ヶ
所
か
木
組
み
の
上
に

死
者
を
白
い

布
に
包
ん
で
荼
毘
に
付
し
て
い
ま
す
。
中
に
は
と
て
も
小
さ
い
の
も
あ
り
ま
す
。

淡
い
煙
が
曇
天
の
空
に
昇
っ
て
い
き
ま
す
。
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ベ
ナ
レ
ス
（
後
書
き
）

つ
づ
く
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ガ
ン
ガ
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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ガ
ン
ガ

死
者
は
必
ず
一
度
聖
な
る
ガ
ン
ジ
ス
河
に
じ
っ
く
り
と
浸
し
て
か
ら

火
を
つ
け
ら
れ
る
の
で
、
白
い
灰
に
な
る
ま
で
に
相
当
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

そ
の
間
家
族
は
荼
毘
の
周
り
で
祈
り
続
け
る
の
で
す
。
白
い
砂
地
に
見
え
た
の
は

数
千
年
に
及
ぶ
死
者
の
灰
の
集
積
だ
っ
た
の
で
す
。
イ
ン
ド
の
人
々
は
親
し
み
を

こ
め
て
ガ
ン
ジ
ス
河
の
こ
と
を
ガ
ン
ガ
と
呼
び
ま
す
。
家
族
は
灰
を
こ
の
ガ
ン
ガ

に
流
し
ま
す
。
ボ
ー
ト
か
ら
流
れ
に
手
を
入
れ
て
す
く
っ
て
み
ま
し
た
。
白
い
粉

が
確
か
に
手
の
ひ
ら
に
残
り
ま
す
。
上
流
ま
で
何
箇
所
も
こ
う
い
う
場
所
が
あ
る

の
で
す
。
き
っ
と
こ
の
深
い
と
う
と
う
と
流
れ
る
ガ
ン
ガ
の
底
は
、
無
数
の
骨
と

白
い
灰
と
で
幾
層
に
も
重
な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ベ
ナ
レ
ス
の
町
に
は
全
国
か
ら
死
者
が
担
ぎ
こ
ま
れ
て
き
ま
す
。
白
い
布
に
包
ま

れ
て
、
色
と
り
ど
り
の
花
に
飾
ら
れ
て
、
家
族
総
出
で
担
い
で
き
ま
す
。

こ
こ
に
は
、
死
を
待
つ
人
々
の
無
料
の
館
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
り
ま
す
。
死
を
覚

っ
た

老
人
や
不
治
の
病
の
人
た
ち
が
家
族
の
も
の
何
人
か
と
数
年
暮
ら
す
の
で
す
。

あ
る
晩
裏
通
り
に
迷
い
込
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
何
か
の
祭
り
の
夜
で
し

た
。

京
都
の
地
蔵
盆
の
よ
う
な
子
ど
も
の
祭
り
で
す
。
じ
っ
と
見
と
れ
て
い
た
ら
、

僕
の

脇
に
と
て
も
美
し
い
少
女
が
立
っ
て
い
ま
し
た
。
黒
髪
で
小
麦
色
の
肌
、
瞳
が

大
き

く
澄
ん
で
い
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
杏
子
さ
ん
に
そ
っ
く
り
で
し
た
。
み
ん

な
と
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遊
ば
な
い
の
と
目
で
示
し
た
ら
、
ア
チ
ャ
と
か
言
っ
て
可
愛
く
首
を
か
し
げ
る

の
で
す
。

向
こ
う
の
家
か
ら
お
母
さ
ん
ら
し
き
人
が
出
て
き
ま
し
た
。
イ
ン
ド
サ
リ
ー
の

よ
く

似
合
う
若
い
お
母
さ
ん
で
す
。
中
に
入
れ
と
手
招
き
し
て
い
ま
す
。
少
女
は
僕

の
手

を
掴
ん
で
引
っ
張
り
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
も
に
っ
こ
り
笑
っ
て
ア
チ
ャ
と
首
を

傾
げ

て
い
ま
す
。
ナ
マ
ス
テ
と
言
っ
て
館
の
中
に
入
る
と
、
ベ
ッ
ド
に
お
じ
い
さ
ん

が
横

た
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
枕
元
で
お
ば
あ
さ
ん
が
編
み
物
を
し
て
い
ま
す
。
に
っ

こ
り

と
微
笑
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
閑
散
と
し
た
部
屋
に
テ
ー
ブ
ル
が
ひ
と
つ
、
少
女

が
座

れ
と
合
図
を
し
ま
す
。
座
る
と
少
女
は
ち
ょ
こ
ん
と
僕
の
横
に
座
っ
て
何
か
を

待
っ

て
い
ま
す
。
や
は
り
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
の
チ
ャ
イ
と
お
菓
子
が
運
ば
れ
て
き
ま
し

た
。

少
女
は
と
て
も
う
れ
し
そ
う
に
僕
を
見
上
げ
ま
す
。
お
母
さ
ん
の
話
で
は
、
こ

の
先

何
年
で
も
お
じ
い
さ
ん
が
亡
く
な
る
ま
で
こ
こ
に
居
る
そ
う
で
す
。
し
ご
く
当

然
の

よ
う
に
本
人
も
家
族
も
そ
れ
が
一
番
幸
せ
な
の
だ
と
言
っ
て
ま
し
た
。

ガ
ン
ガ
に
は
不
思
議
に
人
の
心
を
癒
す
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
か
ら
の

大
自
然
懐
に
抱
か
れ
て
、
母
な
る
ガ
ン
ガ
で
は
安
ら
か
に
死
を
迎
え
る
こ
と
が
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で
き
る
、

ベ
ナ
レ
ス
は
そ
ん
な
不
思
議
な
聖
地
で
し
た
・
・
・
・
・
・
」
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ガ
ン
ガ
（
後
書
き
）

つ
づ
く
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杏
子
の
墓
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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杏
子
の
墓

（
杏
子
の
Ｎ
）
「
死
ん
で
し
ま
う
と
私
の
体
も
灰
に
な
っ
て
ガ
ン
ジ
ス
河
の
底

深
く
沈
ん
で
い
く
よ
う
で
す
。
白
い
衣
に
包
ま
れ
た
私
の
な
き
が
ら
は
少
し

重
た
そ
う
で
す
。
綺
麗
な
花
一
杯
に
飾
ら
れ
て
前
を
父
が
後
ろ
を
若
林
さ
ん
が

担
い
で
い
ま
す
。
太
く
て
重
い
私
の
な
き
が
ら
に
は
な
か
な
か
火
が
つ
か
ず
に

父
は
困
っ
て
い
ま
す
。
や
っ
と
火
が
つ
き
母
と
三
人
で
私
が
真
っ
白
な
灰
に

な
る
ま
で
祈
り
続
け
て
い
て
く
れ
ま
し
た
。
・
・
あ
り
が
と
う
、
若
林
さ
ん
。

告
白
し
ま
す
。
私
の
人
生
で
心
の
底
か
ら
好
き
だ
っ
た
の
は
、
若
林
治
さ
ん
、

あ
な
た
ひ
と
り
で
し
た
・
・
・
・
・
・
」

荼
毘
の
燃
え
る
音
。

遠
く
に
烏
の
声
。

し
ば
ら
く
の
静
寂
。

間
近
に
小
鳥
の
さ
え
ず
り
。

（
若
林
の
Ｎ
）
「
す
ま
な
か
っ
た
杏
子
。
ほ
ん
と
に
鈍
感
で
す
ま
な
か
っ
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
最
後
の
封
筒
に
は
柴
山
清
三
郎
と
書
い
て
あ
っ
た
」

封
筒
を
開
け
る
音
。

（
父
の
Ｎ
）
「
若
林
治
さ
ん
、
杏
子
は
も
う
字
が
書
け
な
く
な
り
ま
し
た
。

血
液
の
ガ
ン
と
骨
の
ガ
ン
と
が
体
全
体
に
転
移
し
て
医
師
は
一
ヶ
月
と

宣
告
し
ま
し
た
が
、
若
林
さ
ん
の
手
紙
を
信
じ
て
三
ヶ
月
生
き
通
し
て

く
れ
ま
し
た
。
手
紙
を
受
け
取
っ
た
後
、
幸
い
脳
と
神
経
が
先
に
侵
さ
れ
て

痛
み
は
ず
い
ぶ
ん
和
ら
い
だ
よ
う
で
す
。
時
々
意
識
が
戻
る
と
ま
た
手
紙
を
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読
ん
で
あ
げ
ま
し
た
。
一
週
間
後
、
最
後
に
若
林
さ
ん
の
名
を
か
す
か
に
叫

ん
で
、
娘
は
微
笑
み
な
が
ら
眠
る
よ
う
に
亡
く
な
り
ま
し
た
」

カ
モ
メ
の
群
れ
る
声
。

遠
く
で
ポ
ン
ポ
ン
船
の
音
。

（
駅
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
）
「
一
番
線
か
ら
広
島
駅
行
き
が
発
車
し
ま
す
」

扉
の
し
ま
る
音
。

電
車
の
動
き
出
す
音
。

（
車
掌
）
「
次
の
停
車
駅
は
地
御
前
、
地
御
前
」

電
車
の
走
る
音
。

走
る
音
遠
ざ
か
っ
て
い
く
。

電
車
の
止
ま
る
音
。
雑
踏
。

（
車
掌
）
「
白
島
線
は
向
こ
う
で
す
。
乗
り
換
え
て
く
だ
さ
い
や
」

車
の
音
。
雑
踏
。
横
断
歩
道
の
音
。

音
、
遠
ざ
か
り
消
え
る
。

砂
利
道
を
歩
く
足
音
。

足
音
と
ま
る
。

水
道
の
音
。
手
桶
の
音
。

砂
利
道
を
歩
く
音
。

歩
く
音
止
ま
り
、
墓
石
に
水
を
か
け
る
音
。

小
鳥
の
さ
え
ず
り
。

（
若
林
）
「
杏
子
。
今
な
ら
言
え
る
。
心
の
底
か
ら
言
え
る
。

お
前
が
好
き
だ
。
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ご
め
ん
」
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完
ー
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

杏子の墓
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